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　大学の授業を通じて、学生のために何が

できるだろうか。限られた時間の中で何を

教え、伝え、どんな力を鍛えることができ

るだろうか。

　20年近くそのことを考えて毎年試行錯誤

を繰り返してきたわけだが、その中で、も

しもできることならこういうことを実現し

てみたい、といつも願っていることがある。

　それは、当たり前のことかもしれないが、

学生の知的好奇心をできる限り刺激し、揺

さぶることである。表面的な知識ではなく

「あぁ、そうだったのかー」としみじみ何か

がわかる知的興奮を、少しでも数多く経験

させること、できればさらに、その人の中

に生き続けて人生を支えられるような問題

意識・教養や実力を少しでもたくさん身に

つけられるよう、学生を囲む環境の一部と

して、できる限り援助することである。

　一見するといろいろな学生がいて、やる

気もまちまちに見えるが、彼らの知的好奇

心を刺激するようなことを話すと必ず学生

は反応してくる。彼らの知的興味を発展さ

せるように少しサポートすると、その面白

さや充実感を経験した学生は、その後も自

らの力でいろいろなことを追求していくよ

うになる。

　いくつかの授業とゼミを通じてできるこ

とは所詮たかがしれているが、少しでも多

くの学生に、こうした好奇心の展開のため

の環境を提供すること、彼らを知的に活性

化させ、その探究心を自由に展開させ、知

的実力を鍛えていくこと、それが大学での

教育として本質的に重要な課題なのではな

いだろうかと思っている。

　しかし、その際にむずかしいのは、どの

ようにして学生の気持ちや思考をこの方向

に引っ張ってこれるか、そしてそれをどう継

続、発展させられるか、という問題である。

試行錯誤はまさにこの点に関わっている。

　いつもうまく行くとは限らないが、ほぼ

全学群・学類出身の学生が受講する自分の

授業（「世界経済史入門」など）やゼミでは、

学生の置かれている状況や気持ちを自分な

りに考慮しつつ、以下のような関連する点

知的活性化を促す環境をどうつくるか
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を意識しながらこれを試みてきた。（以下、引

用は授業アンケートより）

　1．自分の世界に閉じこもっている学生に、

より広い、より多様な世界があることを知

らせる。
「これまで自分がウロウロした世界なんてすごくせ

まい範囲なんだって気がつきます」（生物資源4年）

「人文、それも哲学方面を選んでいるゆえか、どう

しても学習の方向が対己的、内面にこもりがちに

なってしまっていたが、この授業で眼を外に向け、

現実の世界情勢をきちんと見据え、その中にある

自分を見つめ直すことの大切さに気づかされた」

（人文2年）

　まずは第一歩として、下を向いている学

生の目を上げさせることが大事かと思われ

る。自分の内面やごく近くの人間関係の中

に閉じこもりがちな学生は意外に多い。彼

らに、世界はもっと広く、人間はもっと多

様で、社会の問題も大きな連関の中にある

ことを知らせることで、視線を上げ、眼を

外に向けさせ、新たな学問的好奇心を刺激

する。これがまず前提条件として大切なこ

とではないかと思う。

　2．知らないこと、自分の頭で考えるべき

ことがたくさんあることを知らせ、知的意

欲をおこさせる。
「ショックを受けるほど、新しい発見が多かった。

世界は本当に広いし、世界のことを本当に何も知

らなかった。知ろうとすることがすべての始まり

で、人間の可能性の原点であると思う」（体育4年）

「頭使って面白いと感じました。『見方を変えると、

こういう絵が見えるんだよ』と、頭ガンガン揺ら

されながら示された感じです。誰かが言っている

事をそのまま信じる前にちょっとは考えなくちゃ、

と思わされた内容でした」（工学システム3年）

　長年受け身の勉強中心できた学生には、

自分の思考というものをあらためて意識し

てもらうことが必要であるように思われる。

受験勉強では教わらなかった事実認識を

次々と示し、まだ知らないことが多いこと

を自覚してもらうことが大切だ。いろいろ

な問題提起をしたり、全く別な解釈を示し

たりすることで、それまでなんとなく当た

り前だと考えていたことが、実はそうでも

ないかもしれないと考えさせ、知的揺さぶ

りをかけてみる。なんでも鵜呑みにするこ

となく、自分自身で考えていく必要性を意

識化させるのが、次のステップとして重要

なのではないかと思う。

　3．自分の日常的な生活の中でも、知的な

連関の中でものごとを考えられるように促

す。

「自分のごく当たり前の経済活動が世界と結びつ

いていることを実感できた。授業を通して示され

た問題意識を常に自分で持ち、考え、行動できる

ようになりたいと思います」（国際総合2年）

「授業を受けて、映画の見方、ニュースの見方、小

説の見方が変わった気がしました」（比文1年）

「今までなにげなく暮らしてきた生活が、よりおも

しろみのあるものになりました。これがこの授業

での一番の収穫です」（生物資源2年）
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　授業で学ぶ内容を、その時だけやらなく

てはならない単位のための義務のように

捉えてしまっては、本来の学ぶ楽しさはわ

からないだろう。自分が生きている世界と、

授業で学んでいることとが、どこかで「つな

がっている！」と実感する時に、はじめて授

業での勉強が生きてくるのではないだろうか。

　そのために具体的な事例を使って説明し

たり、様々な関連性の認識を育てることで、

他の授業中や授業を離れたプライベート

な時間の時でも、「そういえば、これはあれ

か？！」と思い当たることが増え、日常的に

知的な楽しさを感じられるようになるので

はないかと思う。ばらばらだったことが一

つの文脈につながっていく時の、ぞくぞく

するような知的興奮を日常生活の中で積み

重ねることができたら、知的思考が習慣と

して身につき、いろいろな認識がもっと深

まっていくかもしれない。

　4．筑波大学の学問的学際性を、お互いの

知的刺激として生かす。

「これほどまでに、専攻外から学生の集まるゼミ

を他に知りません。経済学を専攻していなくても

各々の切り口から参加でき、またそれぞれ得意分

野を活かして話ができる。そんなこのゼミのスタ

イルが本当に楽しいと思えます。様々な世界や物

の見方があることがわかり、教え教えられること

の多いゼミだと思います」（演習・社会4年）

「出席簿を見てみると、ほとんど全ての学類生徒が

受講しているのが分かったが、筑波大学の自由単

位という規定の素晴らしさを感じるとともに、教

養科目としてのこの授業のありさまがわかり、そ

の中に大学らしさを感じた」（生物3年）

　大学内のさまざまな場所から集まった人

たちが議論・交流するということは、それ

だけで自ずから、大きな知的刺激を互いに

与えあうことになる。そのメリットは思っ

ている以上にとても大きいようだ。

　例えば、自分のゼミには社会学類（法学・

社会学・政治学・経済学）・国際総合学類

を中心に、生物資源、人間、人文、生物、比

文、自然、日日、体育など、例年多くの学

群・学類生が参加している。経済のグロー

バル化がもたらす世界への影響を議論して

いると、社会・国際の学生の議論に対して、

民俗生物学や地球環境学、先史考古学の立

場からそれぞれ突っ込みがはいり、地元農

家やアグリビジネス、国際スポーツ競技へ

の影響が論じられ、心身障害の立場から福

祉社会の変容へも議論が展開する。

　自分たちの専門分野では全く気づかな

かった論点や事実が提示されることになり、

互いに学類の中だけで完結しがちな議論を

相対化するいい契機・刺激となっている。

　これだけ様々な研究が総合的に展開する

大学は多くはなく、この利点はもっと全学

的に意識されてもよいのではないだろうか。

　5．文献のみならず、映像で想像力や共感
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力、感性を刺激し、さまざまな洞察力を鍛

える。

「バグダッドの大学で何十人もの人が自爆テロの

犠牲になったと活字で読んでもあまり実感が湧か

ない自分の感受性のなさは前々から問題だと思っ

ていた。どうしたものかという解決策の一つは映

画を観ることだと分かった」（社会1年）

「映画を見るたび、自分の生きてきた社会を考えて

しまった。善悪、正誤とはいったい何なのだろう

か。生きるとはどういうことなのだろうか。考え

たからといって答が出たわけではないが、この授

業がなければ今の自分が考えることはなかったと

思う。まず気づかなければ何も起こらない。『気づ

く』ために、『考える』ために、真に教養ある人間

になりたいと思う」（社会2年）

「各授業ごとに観賞した映画は、どれも現実の重

いテーマを扱っていながら、講義で学んだ知識が

あったため、ぐいぐいと引き込まれ、そのどれも

がためになった。もし余裕があれば、単位に関係

なく、来年度もこの授業を受けてみたい。一年の

時間のうちに、また学びを積み、そしてのちに同

じ内容と同じ映画をみて、自分はどのように感じ

るのかを知りたい」（人文2年）

　社会の大きな変化の中で、学生に限らず、

自分以外の相手の状況を想像したり、その

立場になって考えることが不得手な人がふ

えているように思われる。それを変えてい

くには、現実の経験の中で一つずつ何かに

気づいていく過程が必要だと思われるが、

時代や空間を異にする社会の状況について

はそうもいかない。

　そこで、一つの代替的な補助手段として、

授業中や課外の映画会の開催を通じて、良

質と思われる映画やドキュメンタリーをた

くさん見て、「場」の追体験をしてもらって

いる。

　いい作品のインパクトは強く、主人公に

ある程度感情移入しつつ、主人公と共に、

自分の知らない世界や教科書でしか知らな

い時代、経験したことのない状況を疑似体

験することにより、主人公の心の痛みやそ

の直面する問題を、自分のものとして痛切

に理解できるようになる可能性がある。

　それを通じて、歴史や世界についての認

識をより深く、大きく広げるだけでなく、

社会や人間・文化に対する想像力、共感力、

寛容性、洞察力などを少しでも鍛えること

ができるのではないだろうか。　

　6．文献知識とさまざまな実践経験を同時

平行で蓄積させ、人生の長期的な問題意識

や教養、実力につなげる。
「読んだ文献から、世界の多くの側面が見えました。

まるで自分の人生の扉がたくさん開いていく感じ

でした」（演習・比文3年）

「ゼミは、自分にとって本当に大切な時間だった。

自分にとって大切なヒントやアイデアがゼミの

文献の端々に存在していた。ゼミ中に、今までは

言葉にならなかった自分の考え方が言葉になった

りした。自分の無知さを理解でき、世界で起こっ

ていることを理解するためには情報と知識、自分

流の目が必要だとわかった。いままでどうしてい

いか分からなかった自分のやりたいこと、やるべ

きことをしっかり考えることができた。ゼミで得

たものはこれから社会に出て働く時に、直接的で

はなくとも、たくさん役に立つと感じている」（演

習・生物資源4年）
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　せっかくの知的好奇心を萎ませないでそ

のままうまく伸ばしていくためには、基礎と

なる系統的な文献研究を地道に続けること

と、さまざまな現場での試行錯誤的経験を

積んでいくことを、平行して進めていくこと

が有効なのではないだろうかと考えている。 

　例えば自分のゼミでは、基本的な演習と

して徹底して読ませ、書かせ、聞かせ、話さ

せている。選書レベルの本を毎週1冊読み、

全員がレポートを書き、全員の報告を聞い

て4～5時間議論し、その後夕食を食べなが

らさらに2～3時間話す。ゼミ論・卒論の報

告でも同様の時間をとる。

　その上で、授業時間以外にも、いろいろ

な人とじっくり話し合う機会や、様々な経

験を積むきっかけを環境として提供するこ

とを心がけている。例えば、院生や留学生、

外国人研究者を交えて議論する、企業・官

庁・国際組織等で働くゼミOBを呼んで最

新の状況を知る、工場見学に行って現場の

話を聞く、自力で外国を歩いてくることを

励まし、互いの見聞・経験を報告・共有す

る、交換留学生を送り出す、学園祭で環境

と経済をテーマにゼミの学研企画をだす、

食事会や宅コン・合宿等で各人の将来の進

路について長時間かけてとことん話し合う、

などである。

　つまり、およそ学生にとって知的刺激に

なりそうな環境を、少しでも多く継続的に

提供していくことが大事なのではないかと

思っている。それによって情報収集・分析

能力や企画立案・実行力・交渉力をはじめ、

学生が自ら考えて発言・表現・発信する力

を伸ばす機会をたくさん与えること、でき

ることなら、生涯にわたる問題意識や教養、

実力を身につけさせることが少しでもでき

れば言うことはない。そして最終的には、

学生と自分の時間を多少とも重ね合わせる

中で、一人一人の学生が自分の人生にとっ

て大切なことを、自ら見つけていけるよう

に陰ながらサポートすること、これが教育

する立場にいる人間として一番大切なこと

なのではないかと思っている。

　とはいっても、以上のような試みがいつ

も成功する訳はない。世の中そう甘くはな

く、自分の力にも大きな限界がある。一人

で空回りし、うまく行かなくてがっかり気

を落とすこともしょっちゅうである。

　しかし一人が多少失敗しても大丈夫だと

思いたい。大学の数多くの授業は、知的な

喜びや充実感を味わわせてくれる刺激の一

大集合体として存在しているからだ。大学

全体としていつも知的に活性化し、知的刺

激を皆で楽しんでいけるよう、学生・教員

ともに大いに大学を活用できたらと願って

いる。




